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 講座名  畜 産 総 論   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

家 畜 の 定 義 、人 間 と 家 畜 の 関 係 、農 業 に お け る 畜 産 の 位 置 づ け 、歴 史 を 学

び 畜 産 を 産 業 と し て 理 解 す る 。ま た 、畜 産 が 抱 え る 課 題 や 環 境 に 配 慮 し た 農

業 の 考 え 方 を 学 ぶ こ と に よ り 畜 産 の 将 来 を 考 え る 力 を 養 う 。  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 畜 産 の 歩 み と 情 勢  

 第２回（ 4時間） 家 畜 ・ 家 き ん の 品 種 と 特 徴  

 第３回（ 4時間） 耕 畜 連 携  

 第４回（ 4時間） 畜 産 環 境 保 全  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

農 学 基 礎 セ ミ ナ ー 「 新 版  家 畜 飼 育 の 基 礎 」  

家 畜 人 工 授 精 講 習 会 テ キ ス ト  

 

 到達目標   

・ 家 畜 の 定 義 、 人 間 と 家 畜 の 関 係 、 農 業 に お け る 畜 産 の 位 置 づ け 、 歴 史 を 踏
ま え 、 畜 産 を 産 業 と し て 理 解 し て い る 。  
・ 畜 産 が 抱 え る 課 題 や 環 境 に 配 慮 し た 農 業 の 考 え 方 を 理 解 し 、畜 産 の 将 来 を
考 え る 力 が 身 に つ い て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  702 
 

 講座名  飼 養 管 理 Ⅰ   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    ３２時間（ 2単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

乳 用 牛 、肉 用 牛 、 豚 お よ び 鶏 の 生 理 機 能 を 学 び 、生 理 機 能 を 充 分 に 発 揮 さ

せ る こ と が で き る 飼 養 管 理 と は ど の よ う な も の か 考 え る た め の 知 識 を 習 得

す る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 孵 化 ・ 育 雛 技 術 お よ び 種 鶏 の 飼 養 管 理 技 術  

 第２回（ 4時間） 採 卵 鶏 お よ び 近 江 し ゃ も の 飼 養 管 理 技 術  

 第３回（ 4時間） 子 豚 の 飼 養 管 理 技 術 お よ び 繁 殖 豚 の 繁 殖 管 理 技 術  

 第４回（ 4時間） 子 牛 の 初 乳 給 与 お よ び 哺 育 育 成 管 理 技 術  

第５回（ 4時間） 乳 用 牛 の 飼 養 管 理 技 術  

第６回（ 4時間） 乳 用 牛 の 分 娩 前 後 に お け る 管 理 技 術  

第７回（ 4時間） 繁 殖 和 牛 の 飼 養 管 理 技 術  

第８回（ 4時間） 肥 育 牛 の 飼 養 管 理 技 術  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

農 学 基 礎 セ ミ ナ ー 「 新 版  家 畜 飼 育 の 基 礎 」  

家 畜 人 工 授 精 講 習 会 テ キ ス ト  

 

 到達目標   

・ 乳 用 牛 、 肉 用 牛 、 豚 お よ び 鶏 の 生 理 機 能 に つ い て 理 解 で き 、 そ の 機 能 を 発

揮 さ せ る こ と が で き る 飼 養 管 理 技 術 が 身 に つ い て い る 。  

 

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  



滋賀県立農業大学校シラバス  703  
 

 講座名  飼 養 管 理 Ⅱ   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    ３２時間（ 2単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

飼 養 管 理 Ⅰ で 学 ん だ 事 項 を 発 展 さ せ 、畜 産 新 技 術 や 家 畜 の 快 適 性 に 配 慮 し

た 飼 養 管 理 知 識 を 習 得 す る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 畜 舎 環 境 改 善 に よ る 飼 養 管 理 技 術  

 第２回（ 4時間） 畜 舎 環 境 改 善 に よ る 飼 養 管 理 技 術  

 第３回（ 4時間） ア ニ マ ル ウ エ ル フ ェ ア の 考 え 方 に 対 応 し た 飼 養 管 理 技 術  

 第４回（ 4時間） ア ニ マ ル ウ エ ル フ ェ ア の 考 え 方 に 対 応 し た 飼 養 管 理 技 術  

第５回（ 4時間） 畜 産 G A Pに よ る 飼 養 管 理 技 術  

第６回（ 4時間） 畜 産 G A Pに よ る 飼 養 管 理 技 術  

第７回（ 4時間） 畜 産 に お け る ス マ ー ト 農 業  

第８回（ 4時間） 畜 産 に お け る ス マ ー ト 農 業  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

農 学 基 礎 セ ミ ナ ー 「 新 版  家 畜 飼 養 の 基 礎 」  

家 畜 人 工 授 精 講 習 会 テ キ ス ト  

 

 到達目標   

・ 畜 産 の 新 技 術 や 家 畜 の 快 適 性 に 配 慮 し た 飼 養 管 理 知 識 が 身 に つ い て い る 。 

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  704 
 

 講座名  家 畜 育 種   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

家 畜 の 改 良 の 意 義 お よ び 家 畜 改 良 増 殖 目 標 を 理 解 す る た め 、遺 伝 学 を 基 礎

と し た 育 種 学 の 知 識 を 習 得 す る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 家 畜 の 遺 伝 の 原 理  

 第２回（ 4時間） 家 畜 改 良 増 殖 目 標  

 第３回（ 4時間） 乳 用 牛 の 改 良 （ 選 抜 、 交 配 お よ び 能 力 検 定 ）  

 第４回（ 4時間） 肉 用 牛 の 改 良 （ 選 抜 、 交 配 お よ び 能 力 検 定 ）  

第５回（ 4時間） 豚 、 鶏 お よ び そ の 他 家 畜 の 改 良  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

農 学 基 礎 セ ミ ナ ー 「 新 版  家 畜 飼 育 の 基 礎 」  

家 畜 人 工 授 精 講 習 会 テ キ ス ト  

 

 到達目標   

・ 遺 伝 学 を 基 礎 と し た 家 畜 育 種 の 手 法 が 理 解 で き て い る 。  

・ 家 畜 改 良 増 殖 目 標 に 基 づ い た 家 畜 改 良 の 知 識 が 身 に つ い て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  705 
 

 講座名  家 畜 栄 養   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    ３２時間（ 2単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

家 畜 の 飼 養 管 理 の 最 も 基 本 と な る 栄 養 お よ び 消 化 を 学 ぶ 。家 畜 及 び 飼 料 別
の 栄 養 特 性 を 理 解 し 、生 産 性 を 高 め る た め の 合 理 的 な 家 畜 の 飼 料 給 与 方 法 を
習 得 す る 。  

 
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 栄 養 素 の 消 化 と 吸 収  

 第２回（ 4時間） 粗 飼 料 と 濃 厚 飼 料 の 栄 養 特 性  

 第３回（ 4時間） 豚 お よ び 鶏 の 消 化 生 理  

 第４回（ 4時間） 牛 の ル ー メ ン 機 能 お よ び 消 化 生 理  

第５回（ 4時間） 飼 料 設 計 の た め の 飼 料 計 算 法  

第６回（ 4時間） Ｂ Ｃ Ｓ 等 を 活 用 し た 家 畜 の 栄 養 状 態 の 把 握  

第７回（ 4時間） 肉 用 牛 の 栄 養 と 肉 質  

第８回（ 4時間） 代 謝 ・ 栄 養 障 害  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

農 学 基 礎 セ ミ ナ ー 「 新 版  家 畜 飼 育 の 基 礎 」  

家 畜 人 工 授 精 講 習 会 テ キ ス ト  

 

 到達目標   

・ 家 畜 の 飼 養 管 理 の 最 も 基 本 と な る 栄 養 お よ び 消 化 知 識 が 理 解 で き て い る 。 
・ 家 畜 お よ び 飼 料 別 の 栄 養 特 性 を 理 解 し 、生 産 性 を 高 め る た め の 合 理 的 な 家
畜 の 飼 料 給 与 方 法 の 知 識 が 身 に つ い て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  



滋賀県立農業大学校シラバス  706 
 

 講座名  家 畜 繁 殖   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期   後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習     実験    実習     見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

受 精 か ら 分 娩 ま た は 産 卵 ま で の 経 過 、 生 殖 器 の 構 造 お よ び 機 能 、 精 子 ・

卵 子 の 構 造 及 び 役 割 、 繁 殖 機 能 に 係 る ホ ル モ ン お よ び 作 用 、 繁 殖 の 周 期 性

と 生 殖 器 お よ び 行 動 の 変 化 、 精 子 生 理 、 種 付 け 理 論  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 生殖器解剖とホルモンと作用機序  

 第２回（ 4時間） 雌の繁殖生理  

 第３回（ 4時間） 雄の繁殖生理  

 第４回（ 4時間） 妊娠・分娩および人工授精技術  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

家畜人工授精講習会テキスト（家畜人工授精編）  

出版：一般社団法人日本家畜人工授精師協会  

 

 到達目標   

家 畜 の 飼 養 管 理 の 最 も 重 要 な 項 目 で あ る 繁 殖 に 関 す る 生 理 を 学 ぶ 。こ の 科
目 は 、家 畜 人 工 授 精 師 の 資 格 講 習 会 で 再 度 詳 し く 履 修 す る が 、そ の 前 段 階 と
し て 概 要 の 把 握 が 必 要 で あ り 、資 格 講 習 会 の 講 義 で 容 易 に 理 解 で き る レ ベ ル
ま で 学 ぶ 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  家 畜 衛 生   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    ３２時間（ 2単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

現 在 、家 畜 お よ び 生 産 物 の 流 通 が 世 界 的 に 広 が っ て お り 、家 畜 伝 染 病 が 広
域 に 伝 染 す る 危 険 性 を 持 っ て い る 。家 畜 伝 染 病 お よ び 予 防 の た め の 処 置 ・ 管
理 の 知 識 と 危 機 管 理 を 学 ぶ 。  

 
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 家 畜 の 防 疫 体 制 の 現 状  

 第２回（ 4時間） 口 蹄 疫 の 防 疫 対 策  

 第３回（ 4時間） 豚 熱 の 防 疫 対 策  

 第４回（ 4時間） 高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 防 疫 対 策  

第５回（ 4時間） 畜 舎 の 消 毒  

第６回（ 4時間） 飼 養 衛 生 管 理 基 準 の 遵 守  

第７回（ 4時間） 家 畜 ・ 家 き ん の 疾 病 予 防 対 策  

第８回（ 4時間） 農 場 H A C C P  に よ る 衛 生 管 理  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

農 学 基 礎 セ ミ ナ ー 「 新 版  家 畜 飼 育 の 基 礎 」  

家 畜 人 工 授 精 講 習 会 テ キ ス ト  

 

 到達目標   

・ 家 畜 伝 染 病 お よ び 予 防 の た め の 管 理 ・ 処 置 の 知 識 と 危 機 管 理 が 身 に つ い て
い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  家 畜 解 剖   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

家 畜 ・ 家 き ん の 正 常 な 体 の 形 態 お よ び 構 造 を 学 び 、家 畜 別 の 機 能 の 特 性 を
習 得 す る 。  

 
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 家 畜 ・ 家 き ん の 外 貌 お よ び 体 型  

 第２回（ 4時間） 家 畜 ・ 家 き ん の 骨 格 ・ 筋 肉 の 形 態 お よ び 構 造  

 第３回（ 4時間） 家 畜 ・ 家 き ん の 生 殖 器 の 形 態 お よ び 構 造  

 第４回（ 4時間） 家 畜 ・ 家 き ん の 消 化 器 の 形 態 お よ び 構 造  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

家 畜 比 較 解 剖 図 説 上 ・ 下  

カ ラ ー ア ト ラ ス 獣 医 解 剖 学 上 ・ 下  

 

 到達目標   

家 畜 を 飼 育 す る に あ た っ て 、 必 要 な 家 畜 の 解 剖 学 的 知 識 を 習 得 す る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  生 物 工 学   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）     １６時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

胚 移 植 総 論 、 胚 の 生 理 と 形 態 、 過 剰 排 卵 処 理 と 胚 の 採 取 ・ 移 植 、 胚 操 作 、

胚 移 植 技 術 の 今 後 の 展 望  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 胚 移 植 総 論 、 胚 の 生 理 お よ び 形 態  

 第２回（ 4時間） 過 剰 排 卵 処 理 と 胚 の 採 取  

 第３回（ 4時間） 胚 の 凍 結 ・ 移 植  

 第４回（ 4時間） 家 畜 胚 移 植 技 術 の 今 後 の 展 望  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

家 畜 人 工 授 精 講 習 会 テ キ ス ト （ 家 畜 体 内 受 精 卵 ・ 家 畜 体 外 受 精 卵 移 植 編 ）  

 

 到達目標   

近 年 生 物 工 学 の 発 達 は 目 を 見 張 る も の が あ り 、 日 に 日 に 進 歩 し て い る 。  
そ の う ち 、 牛 の 胚 生 産 ・ 移 植 に 関 す る 技 術 に 関 す る 基 礎 的 事 項 を 身 に つ け 、
将 来 の 畜 産 技 術 の 進 展 に 対 し て 、 柔 軟 な 対 応 が で き る よ う に な る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  飼 料 作 物 Ⅰ   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

１ ． 飼 料 作 物 の 種 類 と 特 徴  

２ ． 作 業 体 系 と 作 業 機 械 の 種 類  

３ ． サ イ レ ー ジ の 品 質 評 価  

４ ． 家 畜 ふ ん の 堆 肥 化 技 術  

５ ． 飼 料 作 物 の 主 要 な 病 害 虫 と 難 防 除 雑 草 の 種 類 と 防 除 法  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 飼 料 作 物 の 種 類 と 特 徴  

 第２回（ 4時間） 作 業 体 系 と 作 業 機 械 の 種 類  

 第３回（ 4時間） サ イ レ ー ジ 調 製 の 理 論 、種 類 お よ び 特 徴 、家 畜 ふ ん の 堆 肥 化

技 術  

 第４回（ 4時間） 品 質 評 価 、飼 料 作 物 の 主 要 な 病 害 虫 と 難 防 除 雑 草 の 種 類 と 防

除 法  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

草 地 管 理 指 標 （ 日 本 草 地 畜 産 種 子 協 会 ）  

家 畜 ふ ん 尿 の 基 礎 知 識 （ 自 作 ）  

 

 到達目標   

飼 料 作 物 に 関 し て の 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 す る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  飼 料 作 物 Ⅱ   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

１ ． 自 給 飼 料 の 現 状 と 課 題  

２ ． 飼 料 用 稲 の 生 産 技 術 と 経 営  

３ ． エ コ フ ィ ー ド の 取 り 組 み  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 自 給 飼 料 の 情 勢 と 滋 賀 県 の 状 況  

 第２回（ 4時間） 飼 料 用 稲 （ 稲 Ｗ Ｃ Ｓ ） の 生 産 技 術  

 第３回（ 4時間） 飼 料 用 稲 （ 飼 料 用 米 ） の 生 産 技 術  

 第４回（ 4時間） 飼 料 用 稲 （ 飼 料 用 米 ・ 稲 Ｗ Ｃ Ｓ ） の 生 産 ・ 給 与 に お け る 経 営

比 較 ・ エ コ フ ィ ー ド の 取 り 組 み  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

自 給 飼 料 を め ぐ る 情 勢 （ 農 林 水 産 省 ）  

 滋 賀 の 畜 産 ２ ０ １ ６ （ 滋 賀 県 ）  

 稲 発 酵 粗 飼 料 生 産 ・ 給 与 技 術 マ ニ ュ ア ル （ 日 本 草 地 畜 産 種 子 協 会 ）  

 飼 料 用 米 の 生 産 ・ 給 与 技 術 マ ニ ュ ア ル （ 農 研 機 構 ）  

 稲 Ｗ Ｃ Ｓ 利 用 技 術 マ ニ ュ ア ル （ 滋 賀 県 飼 料 自 給 率 向 上 戦 略 会 議 ）  

自 作 資 料 （ 飼 料 用 米 ・ 稲 Ｗ Ｃ Ｓ 生 産 に お け る 収 支 計 算 シ ー ト ）  
 

 到達目標   

自 給 飼 料 を 取 り 巻 く 情 勢 か ら 自 給 飼 料 の 必 要 性 を 感 じ る と と も に 、水 田 を 活
用 し た 自 給 飼 料 で あ る 飼 料 用 イ ネ（ 飼 料 用 米 ・ 稲 Ｗ Ｃ Ｓ ）の 生 産 技 術 の 基 礎
を 習 得 す る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  畜 産 経 営   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）     16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

１ .畜 産 経 営 と は    ２ .経 営 の 目 標 と 収 益 性  ３ .酪 農 経 営      

４ .肉 用 牛 経 営     ５ .養 豚 経 営   ６ .採 卵 鶏 ･肉 用 鶏 経 営  

７ .記 帳 と 経 営 分 析  ８ .経 営 改 善 計 画 策 定   
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 酪 農 経 営 の 概 要 （ 経 営 の 特 徴 、 現 状 と 課 題 、 経 営 改 善 ）  

 第２回（ 4時間） 肉 牛 経 営 の 概 要 （ 経 営 の 特 徴 、 現 状 と 課 題 、 経 営 改 善 ）  

 第３回（ 4時間） 養 豚 経 営 の 概 要 （ 経 営 の 特 徴 、 現 状 と 課 題 、 経 営 改 善 ）  

 第４回（ 4時間） 養 鶏 経 営 の 概 要 （ 経 営 の 特 徴 、 現 状 と 課 題 、 経 営 改 善 ）  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

農 業 経 営 ハ ン ド ブ ッ ク （ 滋 賀 県 ）  

農 業 経 営 技 術 指 標 （ 一 般 社 団 法 人 畜 産 振 興 協 会 ）  

畜 産 経 営 自 己 診 断 の 手 順 と 手 法  

知 識 ゼ ロ か ら の 畜 産 入 門 （ 家 の 光 協 会 ）  

自 作 資 料 （ 畜 産 経 営 と は ） 他  
 

 到達目標   

○ 畜 産 経 営 の 概 要 を 理 解 し 、 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
○ 酪 農 、 肉 牛 、 養 豚 、 養 鶏 経 営 の 特 徴 を 理 解 し 、 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
○ 畜 産 経 営 の 現 状 と 課 題 を 整 理 し 、 自 ら 改 善 策 を 立 て ら れ る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  畜 産 物 流 通   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

生 産 物 が ど の よ う に し て 消 費 者 に 届 け ら れ る か を 学 び 、消 費 者 に 受 け 入 れ

ら れ る 畜 産 物 を 生 産 す る た め の 基 礎 知 識 を 習 得 す る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 牛 の ト レ サ ビ リ テ ィ 制 度  

 第２回（ 4時間） 枝 肉 の 取 引 規 格 （ 牛 肉 ・ 豚 肉 ）  

 第３回（ 4時間） 鶏 卵 ・ 鶏 肉 の 流 通  

 第４回（ 4時間） 牛 乳 ・ 乳 製 品 の 流 通  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

農 学 基 礎 セ ミ ナ ー 「 新 版  家 畜 飼 育 の 基 礎 」  

家 畜 人 工 授 精 講 習 会 テ キ ス ト  

 

 到達目標   

・ 生 産 物 が ど の よ う に し て 消 費 者 に 届 け ら れ る か 理 解 で き て い る 。  

・消 費 者 に 受 け 入 れ ら れ る 畜 産 物 を 生 産 す る た め の 基 礎 知 識 が 身 に つ い て い

る 。  

 
 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  専 攻 演 習  

（ ゼ ミ ナ ー ル ）  

 担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  

 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    160時間（ 5単位）  

授業形態 (○記入）  講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

① 選 定 し た 課 題 に つ い て 文 献 を 収 集 ・ 整 理 し 、 論 点 整 理 を す る と と も に  

発 表 討 議 を 行 う 。  

② 技 術 ・ 経 営 に つ い て 検 討 を 加 え 、 常 に 問 題 意 識 を 持 つ よ う に 努 め 、  

発 表 力 の 向 上 を 図 る 。  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第 1～ 16回  

(64時間）  

１ 年 次 に お い て 選 定 し た 課 題 に つ い て 文 献 を 収 集 ・ 整 理 し

、 論 点 整 理 を す る と と も に 、 発 表 討 議 を 行 う 。  

 第 17～ 40回  

(96時間）  

２ 年 次 に お い て 選 定 し た 課 題 に つ い て 文 献 を 収 集 ・ 整 理 し

、 論 点 整 理 を す る と と も に 、 技 術 ・ 経 営 に つ い て 検 討 を 加

え 、 発 表 力 の 向 上 を 図 る 。  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

な し  

 

 到達目標   

課 題 を 発 見 し 、 解 決 に 向 け た 情 報 収 集 、 整 理 し て 取 り 組 む こ と が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 授 業 態 度  〇 出 席 日 数  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、 実 習 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮
し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  
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 講座名  実 習 お よ び プ ロ ジ ェ

ク ト 学 習  

 担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  

 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    800時間（ 25単位）  

授業形態 (○記入）  講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

農 作 物 栽 培 の 基 本 技 術 を 習 得 す る と と も に 、 自 ら の 経 営 計 画 に 基 づ く 実 践

的 技 術 や 専 門 知 識 の 理 論 づ け を 行 い 各 自 が プ ロ ジ ェ ク ト と し て ま と め る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第 1～ 120回  

(480時間）  

１ 年 次 に お い て 、 自 身 が 定 め た 専 攻 で 、 農 作 物 の 基 本 技 術

を 習 得 す る 。  

 第 121～ 200回  

(320時間）  

２ 年 次 に お い て 、 自 ら の 経 営 計 画 に 基 づ く プ ロ ジ ェ ク ト の

実 施 お よ び 取 り ま と め を 行 う 。  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

な し  

 

 到達目標   

課 題 解 決 に 向 け た 取 り 組 み を 実 施 す る こ と が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 授 業 態 度  〇 出 席 日 数  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、 実 習 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮
し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  
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 講座名  卒 業 論 文   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    160時間（ 5単位）  

授業形態 (○記入）  講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

① プ ロ ジ ェ ク ト の 内 容 の 検 討 と 課 題 の 決 定  

② 課 題 解 決 し 、 プ ロ ジ ェ ク ト と し て と り ま と め る  

③ 報 告 会 で の 発 表 と 論 文 と し て 発 刊 す る  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第 1～ 40回  

(160時間）  

内 容 の 検 討 、 課 題 の 決 定 、 と り ま と め と 発 表  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

な し  

 

 到達目標   

課 題 解 決 に 向 け た 取 り 組 み を 分 か り や す く 発 表 す る こ と が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 授 業 態 度  〇 出 席 日 数  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、 実 習 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮
し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  

 
 

 


